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研究成果の概要 

 本研究では、病原性微生物の感染に対し、防御効果を有する腸内細菌の単離と腸内細菌を用いた新規

治療戦略の確立を目的としている。初年度では、特定の抗生物質を用いて腸内細菌叢を攪乱すること

で、腸管出血性大腸菌 O157 の腸管定着・感染モデルマウスを確立した。2 年度目は、腸管出血性大腸

菌 O157 の増殖を阻害する腸内細菌の探索・単離・同定を試みた。まず、種々の抗生物質処理マウスに

おける腸内細菌叢のパターンを解析した。その結果、野生型マウスを抗生物質 Aで処理すると、O157と

同種が含まれる腸内細菌科細菌が消失することを見出し、内在性の大腸菌を含む腸内細菌科細菌を除

去できる可能性が示唆された。さらに、抗生物質 B, C, D, E処理したマウスでは、腸内細菌科細菌が

増加するが、この腸内細菌科細菌数と逆相関を示す細菌を解析したところ、特定の腸内細菌属 Xが腸内

細菌科細菌数と逆相関を示した。そこで、マウス糞便中に存在する細菌属 Xを分離するために、嫌気チ

ャンバー内で強化クリストリジア培地や変法 GAM 培地を用い、野生型マウスの糞便溶液を培養したと

ころ、細菌属 Xに含まれる細菌 4種が分離された。これらの細菌と O157は同培地で培養可能であった

ことから、in vitroにおいて、これら 4種と O157を共培養した。その結果、4種中 3種において O157

に対する強力な増殖阻害効果が観察される一方、1 種については O157 の増殖阻害効果は限定的であっ

た。これらの結果から、同属細菌での O157増殖阻害効果については差異が見られるとともに、O157に

対して増殖阻害効果を有する細菌を分離・同定した。現在は、in vivo においてこれら 4 種の細菌と

O157を同時に経口投与し、細菌による O157の腸管定着・感染阻害効果を検証している。 
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